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第4号様式(第3条関係)  

 3 音声・言語機能障害の状況及び所見 

  (1) 発声の状況 

     運運動動性性構構音音障障害害あありり  

 

 

  (2) 意思そ通の程度 

 

   ア 発声はあるが、ほとんど肉親との会話の用をなさない。 

   イ 肉親との会話は可能であるが、他人には通じない(診断の際応答が不能であ

る。)。 

   ウ 日常の会話が可能であるが、不明瞭で不便がある。 

 

 

 4 そしゃく機能障害の状況及び障害の程度 

 

  (1) 障害の状況 

    ア 重症筋無力症等の神経・筋疾患によるそしゃく機能障害 

 

    イ 延髄機能障害（仮性球麻痺、血管障害を含む）及び末梢神経障害によるもの 

 

    ウ 外傷、腫瘍切除等による顎（顎関節を含む）、口腔（舌、口唇、口蓋、頬、そ

しゃく筋等）、咽頭、喉頭の欠損等によるもの 

       エ 口唇・口蓋裂等の先天異常の後遺症による咬合異常によるもの 

    

    オ その他 

 

 

 

 

 

 

 

   (2) 障害の程度 

    ア そしゃく・嚥下機能の障害の程度 

（ア） 経口摂取ができないため、経管栄養を用いている（そしゃく機能の喪 

失３級）。 

（イ） 経口摂取のみでは十分に栄養摂取できないため、経管栄養を併用して 

いる（そしゃく機能の著しい障害４級）。 

（ウ） 開口できないため又は誤嚥の危険が大きいため摂取できる食物の内容 

又は摂取方法に著しい制限がある（そしゃく機能の著しい障害４級）。 

    （エ） その他 

 

 

 

 

 

 

下下顎顎舌舌のの運運動動障障害害著著明明でで、、自自発発的的開開口口がが不不能能。。舌舌のの挺挺出出、、挙挙上上もも僅僅かかででああるる。。  

ＶＶＦＦ：：第第１１相相ででbboolluuss（（食食塊塊））のの保保持持、、送送りり込込みみがが不不良良。。第第２２相相でで嚥嚥下下反反射射のの遅遅れれ、、  

第第３３相相はは問問題題なないいがが、、梨梨上上陥陥凹凹ににppoooolliinnggあありり  

内内視視鏡鏡：：梨梨上上陥陥凹凹ににppoooolliinnggあありり、、声声門門下下へへのの唾唾液液ののたたれれ込込みみあありり  
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事事例例  １１１１（（音音声声・・そそししゃゃくく）） 

（（適適切切なな事事例例・・指指数数合合算算）） 

 
・音声機能障害の具体例は、「喉頭の障害又は形態異常によるもの」「構音器官

の障害又は形態異常によるもの」が示されている。 

・そしゃく機能障害の具体例は、外傷・腫瘍切除等による顎（顎関節を含む）、口

腔（舌、口唇、口蓋、頬、そしゃく筋等）、咽頭、喉頭の欠損等によるものが示さ

れている。 

・音声機能やそしゃく機能障害の具体的な原因、現症を記入すること。 

〔解説〕 

 総合所見で「舌亜全摘後、皮弁で再建」とあるが、「構音の著しい障害あり」「経 

口摂取のみでは不十分で経管栄養を併用」とあることより、音声機能障害（４ 

級）、そしゃく機能障害（４級）とするが、音声・言語機能障害とそしゃく機能障害が 

重複する場合、指数計算により上位の等級にすることはできないので、総合４級 

が妥当である。 
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第4号様式(第3条関係)  

 3 音声・言語機能障害の状況及び所見 

  (1) 発声の状況 

     構構音音のの著著ししいい障障害害をを認認めめるる。。  

 

 

  (2) 意思そ通の程度 

 

   ア 発声はあるが、ほとんど肉親との会話の用をなさない。 

   イ 肉親との会話は可能であるが、他人には通じない(診断の際応答が不能であ

る。)。 

   ウ 日常の会話が可能であるが、不明瞭で不便がある。 

 

 

 4 そしゃく機能障害の状況及び障害の程度 

 

  (1) 障害の状況 

    ア 重症筋無力症等の神経・筋疾患によるそしゃく機能障害 

 

    イ 延髄機能障害（仮性球麻痺、血管障害を含む）及び末梢神経障害によるもの 

 

    ウ 外傷、腫瘍切除等による顎（顎関節を含む）、口腔（舌、口唇、口蓋、頬、そ

しゃく筋等）、咽頭、喉頭の欠損等によるもの 

       エ 口唇・口蓋裂等の先天異常の後遺症による咬合異常によるもの 

    

    オ その他 

 

 

 

 

 

 

 

   (2) 障害の程度 

    ア そしゃく・嚥下機能の障害の程度 

（ア） 経口摂取ができないため、経管栄養を用いている（そしゃく機能の喪 

失３級）。 

（イ） 経口摂取のみでは十分に栄養摂取できないため、経管栄養を併用して 

いる（そしゃく機能の著しい障害４級）。 

（ウ） 開口できないため又は誤嚥の危険が大きいため摂取できる食物の内容 

又は摂取方法に著しい制限がある（そしゃく機能の著しい障害４級）。 

    （エ） その他 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ミミキキササーー食食ややととろろみみををつつけけたた食食事事ををししてていいるる。。  
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事事例例  １１２２（（音音声声・・そそししゃゃくく）） 

（（不不適適切切なな事事例例・・指指数数合合算算）） 
 

・音声機能喪失は、無喉頭、喉頭部外傷による喪失、発声筋麻痺による音声機

能の喪失 

・そしゃく機能喪失は、外傷・腫瘍切除等による顎（顎関節を含む）、口腔（舌、口

唇、口蓋、頬、そしゃく筋等）、咽頭、喉頭の欠損等によるもの 

とその具体例が示されている。 

・音声機能やそしゃく機能喪失の具体的な現因、現症を記入すること。 

〔〔解解説説〕〕 

  下咽頭癌は改善の見込みがなく、「両側反回神経麻痺による発声機能喪失」、 

「経口摂取は不可で経管栄養のみ（胃瘻）」とあることより、音声機能喪失（３ 

級）、そしゃく機能喪失（３級）は適当であるが、総合２級ではなく、総合３級とな 

る。（音声・言語障害とそしゃく障害の重複は、指数合算は行わない。） 
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事事例例  １１２２（（音音声声・・そそししゃゃくく）） 

（（不不適適切切なな事事例例・・指指数数合合算算）） 
 

・音声機能喪失は、無喉頭、喉頭部外傷による喪失、発声筋麻痺による音声機

能の喪失 

・そしゃく機能喪失は、外傷・腫瘍切除等による顎（顎関節を含む）、口腔（舌、口

唇、口蓋、頬、そしゃく筋等）、咽頭、喉頭の欠損等によるもの 

とその具体例が示されている。 

・音声機能やそしゃく機能喪失の具体的な現因、現症を記入すること。 

〔〔解解説説〕〕 

  下咽頭癌は改善の見込みがなく、「両側反回神経麻痺による発声機能喪失」、 

「経口摂取は不可で経管栄養のみ（胃瘻）」とあることより、音声機能喪失（３ 

級）、そしゃく機能喪失（３級）は適当であるが、総合２級ではなく、総合３級とな 

る。（音声・言語障害とそしゃく障害の重複は、指数合算は行わない。） 
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第4号様式(第3条関係)  

 3 音声・言語機能障害の状況及び所見 

  (1) 発声の状況 

     両両側側反反回回神神経経麻麻痺痺ににてて、、気気管管切切開開孔孔造造設設ののたためめ発発声声すするるここととががででききなないい。。  

 

 

  (2) 意思そ通の程度 

 

   ア 発声はあるが、ほとんど肉親との会話の用をなさない。 

   イ 肉親との会話は可能であるが、他人には通じない(診断の際応答が不能であ

る。)。 

   ウ 日常の会話が可能であるが、不明瞭で不便がある。 

 

 

 4 そしゃく機能障害の状況及び障害の程度 

 

  (1) 障害の状況 

    ア 重症筋無力症等の神経・筋疾患によるそしゃく機能障害 

 

    イ 延髄機能障害（仮性球麻痺、血管障害を含む）及び末梢神経障害によるもの 

 

    ウ 外傷、腫瘍切除等による顎（顎関節を含む）、口腔（舌、口唇、口蓋、頬、そ

しゃく筋等）、咽頭、喉頭の欠損等によるもの 

       エ 口唇・口蓋裂等の先天異常の後遺症による咬合異常によるもの 

    

    オ その他 

 

 

 

 

 

 

 

   (2) 障害の程度 

    ア そしゃく・嚥下機能の障害の程度 

（ア） 経口摂取ができないため、経管栄養を用いている（そしゃく機能の喪 

失３級）。 

（イ） 経口摂取のみでは十分に栄養摂取できないため、経管栄養を併用して 

いる（そしゃく機能の著しい障害４級）。 

（ウ） 開口できないため又は誤嚥の危険が大きいため摂取できる食物の内容 

又は摂取方法に著しい制限がある（そしゃく機能の著しい障害４級）。 

    （エ） その他 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 
下下咽咽頭頭かからら頚頚部部食食道道をを腫腫瘍瘍がが占占拠拠ししてておおりり、、経経口口摂摂取取ががででききなな

いい。。  
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